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地方公共団体のニーズに応えます！

お困りごとはＪＳにご相談ください！

解決策の提案
及び

下水道界に貢献

下水道ストックの
増大と老朽化

省エネ・低炭素化の
推進、資源利活用

etc...

人口減少への対応

地方公共団体地方公共団体

基礎・固有調査
研究の実施

下水道ソリューションパートナー
としての総合的支援

各事業主体が抱える様々な課題を共に考
え、解決策を提案し、事業の持続に役割を
果たす。

個々の地方公共団体に代わり、技術開
発や人材育成等を通じ、下水道界全体
の発展に貢献する。

下水道ナショナルセンター
としての機能発揮

JSの技術開発は、下水道ソリューションパートナーとして「地方公共団体のニーズ
に応える技術の開発・実用化」を促進するとともに、下水道ナショナルセンターとし
て「下水道事業全体の発展に寄与する先進的・先導的な技術の開発」を推進す
ることにより、良好な水環境の創造、安全なまちづくり、持続可能な社会の形成に
貢献する。

民間等と連携した
技術開発・実用化

課題・ニーズ

JS技術開発の基本理念JS技術開発の基本理念

JS技術開発の２本柱JS技術開発の２本柱

日本下水道事業団日本下水道事業団
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基礎・固有調査研究の実施に必要な施設は、
技術開発実験センターにおいて整備する。
・実験棟の新設
・活性汚泥処理実験プラント等の整備

コア技術

標準化技術

先導技術

固有調査研究

開発技術のうち、既に多くの地方公共団体で採用されるなど汎用性が高く、
かつ、人口減少や更なる省エネ・低炭素化等、社会情勢の変化に対応し
て進化させていく必要がある技術に係る調査研究を行う。
〇改築・更新等を契機とした水処理の効率化、省エネ・維持管理性向上に関する調査研究
〇中小都市向け汚泥燃料化・肥料化等、地域の実情に応じた汚泥利活用に関する調査研究 な
ど

改築更新時等に受託建設事業を通じて広く地方公共団体に技術還元する。

JSが共同研究等で開発・実用化した技術について、事後評価等フォロー
アップを行う。
〇脱水汚泥の低含水率化による維持管理の効率化に関する調査・評価
〇硫酸腐食対策の充実による施設長寿命化に関する調査・評価 など

仕様化・標準化等を通じて、広く地方公共団体に技術還元する。

下水道分野の技術革新に向けて、他分野で開発が進んでいる先端技術
の下水道事業への適用を中心に、JSが先行・先導して調査研究を行う。
〇更なる省エネ・創エネ・低コスト化に資する次世代処理技術に関する調査研究
〇AI・ICT等を活用した管理の効率化・自動化技術に関する調査研究 など

将来的に研究成果を民間企業等との応用研究、国・地方公共団体と連携した実証
研究等へつなげることで、下水道界全体に技術還元する。

基礎調査研究

導入技術の現場課題や進化を踏まえ、維持管理の効率化、改築更新手法の最適化等を
支援するとともに、その成果の標準化等により委託団体への技術還元に資する調査研究。

下水道技術を牽引・進化させ、下水道の発展に寄与する先導的な調査研究。

基礎・固有調査研究の実施基礎・固有調査研究の実施

実験棟

基礎･固有調査研究 ｢基礎・固有研究調査研究の中期計画」に基づき、JS自らの財源により安定的かつ継続的に研
究を実施し、地方公共団体への成果還元を目的に実施する調査研究。
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JSが実践する技術導入の二本柱

地方公共団体のニーズに応じ
た新技術の導入を促進する取
り組みとして、平成23年度か
らJSが実施する制度です。

新技術導入制度

ＪＳはB-DASHプロジェクト
に取り組むとともに、公表さ
れたガイドラインを活用して
実証技術の導入を推進します。

B-DASHプロジェクト
実証技術の導入

◆選定済み新技術 36件

◆実施設への導入実績 16件の技術を85施設に導入
※JS受託工事への導入が決定した時点で
１件としてカウント

（令和２年９月末時点）

（令和２年９月末時点）

新技術導入制度

◆実証事業完了

◆継続・新規採択等

◆実施設への導入実績

（令和2年９月末時点）

導入実績

（令和2年7月末時点）

B-DASHプロジェクト
JSが参画した

20件 うちガイドライン公表14件
3件 うち実規模実証1件、FS調査2件

（うちR2新規採択2件）

１件の技術を5施設に導入

※工事契約時点で１件としてカウント

民間等と連携した技術開発・実用化民間等と連携した技術開発・実用化

※次頁以降に特集「具体的な導入事例と効果の紹介」を掲載

※うち4件は期間満了しています。
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具体的な導入事例と効果の紹介
【OD法における二点DO制御システム】

技術選定を受けた者：高知大学、前澤工業㈱

導入施設の
概要

水処理方式：OD法
処理能力（日最大）：5,000m3/日
既設OD槽：4池（1池は躯体のみ）

導入目的
及び理由

し尿・農業集落排水の受入れにより、既設処理能力では不足。
一方、将来的には流入水量が減少するため、水処理施設（土木躯
体）の増設を回避。

導入効果

既設OD槽2池に新技術を導入することにより、OD槽の増設が不要
になるとともに、消費電力量の削減により、既計画と比較して、維持
管理費で年間約６百万円、LCCで年間約５百万円縮減。

既設

既設

既設

設備増設

系列増設

630m3/日

630m3/日

630m3/日

1,100m3/日

710m3/日

OD槽

最終沈殿池

ポンプ棟

新技術導入前(既計画)
全体処理能力 3,700m3/日

既設

既設

設備更新

設備増設

増設不要

630m3/日

630m3/日

1,220m3/日

1,220m3/日

OD槽

最終沈殿池

ブロワ棟新設

新技術導入後
全体処理能力 3,700m3/日

■導入実績（令和2年9月時点）
全8案件の導入実績または導入の計画あり。
【内訳】供用済 3件、建設中 2件、計画中 3件

既設反応タンクの設備増設(1系列)及び設備更新(1系列)により本技術を導入し、
高負荷運転を実施(処理能力増強)。
既計画(既設系列と同様にスクリュー型曝気装置を導入)と比較して、新系列の増
設が不要となり、総合維持管理費も削減。

※導入検討段階の数値
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具体的な導入事例と効果の紹介
【単槽式MBRと高速凝集沈殿法による仮設水処理ユニット】

技術選定を受けた者：(株)日立プラントサービス

導入施設の
概要

水処理方式 ：OD法（プレハブ式）＋凝集剤
処理能力 ：1,400 m3/日（No.1池 600 m3/日、No.2池 800 m3/日）

導入目的
及び理由

• 想定流入水量（工事期間：800 m3/日）に対し、No.1池のみでは
処理能力が不足するため仮設工事を要する。

• 仮設工事に係るコストを縮減したい。

導入効果

• 終沈のみを仮設した場合と比較し、仮設費用約8百万円削減。
• 終沈のみの仮設では既設との連携が必要だが、一体型の水処
理システムであることから操作が容易。

※導入検討段階の数値

搬入イメージ 設置イメージ(単槽式MBR)

工程イメージ

トレーラー搬送可！ 仮設用地縮小！

4.5W×13mL

■導入実績（令和2年9月時点）
全3案件の導入実績あり。（供用済）

5



具体的な導入事例と効果の紹介
【破砕・脱水機構付垂直スクリュー式除塵機】

技術選定を受けた者：住友重機械エンバイロメント㈱

導入施設の
概要

既設処理能力 ：36,000m³/日
下水の排除方式 ：分流式

導入目的
及び理由

• 汚水沈砂池のしさ除去に係る設備更新費用を縮減したい
• しさの搬出を簡素化したい
• 維持管理スペースが狭隘

導入効果

• 既設方式1）の単純更新と比較して、LCC(機械工事費、修繕費)が
約80％に縮減

• しさ発生量が大幅に削減されるため、人力による運搬が容易
（1回/週程度）

• 機器点数が少ないため、広い維持管理スペースの確保が実現
１）除塵機、しさコンベア、しさ洗浄機、しさ脱水機

機器点数が
多い

しさに有機物が
多く不衛生

有機物は流下し
しさ臭気が減少

機器点数が
少なくコンパクト

新技術導入前の
設備イメージ
新技術導入前の
設備イメージ

新技術導入後の
設備イメージ
新技術導入後の
設備イメージ

※導入検討段階の数値

従来システム

破砕・脱水機構付
垂直スクリュー式除塵機除塵機

２号コンベヤ

１号コンベヤ

スキップホイスト

設置状況例(床上部分)設置状況例(床上部分)

■導入実績（令和2年9月時点）
全4案件の導入実績または導入の計画あり。
【内訳】供 済 2件、建設中 1件、計画中 1件
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具体的な導入事例と効果の紹介
【圧入式ＳＰ（Ⅳ型）による濃縮一体化脱水法】

技術選定を受けた者：㈱石垣

導入施設
の概要

処理法： 標準活性汚泥法、日最大処理水量：7,200m3/日
従前の汚泥処理フロー:濃縮(造粒調質) 脱水(ベルトプレス) 場外搬出

導入目的
及び理由

設備の経年劣化による更新にあたり維持管理性、経済性の双方に優れ
た機種の導入を検討した結果、①維持管理性および 経済性の面で効
果が期待されることから導入に至った。

導入効果

汚泥処理設備（造粒調質＋ベルトプレス脱水機）更新にあたり、本シス
テムを導入することで、ランニングコストで17%※の低減、CO2排出量で
約25％※の削減、設置スペースで約50％※の省スペース化。
※大野ら：圧入式スクリュープレス脱水機による濃縮一体化脱水法の導入例 第54回下水道研究発表会より

新技術

導入施設における脱水機更新手順

7000

8
00
0

ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ
脱水機

造粒
装置

7000

8
0
00

造粒
装置

SPⅣ型

7000 7000

ﾍﾞﾙﾄﾌﾟﾚｽ
脱水機

盤

盤

凝集
装置

盤

7000

8
0
00

SPⅣ型

7000

凝集
装置

盤

②SPⅣ型据付
BP盤移設①工事前 ③BP撤去

7000

8
00
0

SPⅣ型

7000

凝集
装置

盤

④SP盤移設
工事完了

空スペースに将来増設

■導入実績（令和2年9月時点）
全3案件の導入実績あり。（供用済）
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具体的な導入事例と効果の紹介
【鋼板製消化タンク】（2技術が該当）

導入施設の
概要

処理法：凝集剤添加活性汚泥循環変法
処理能力：72,000m3/日
従前の汚泥処理フロー：重力濃縮 嫌気性消化 脱水 場外搬出
更新後の消化タンク（中温消化）：6,000m3×2基

導入目的
及び理由

長寿命化計画において、消化タンク撹拌設備の更新が予定されてい
たが、既設RC製消化タンクの温度応力に対する躯体の強度不足が明
らかとなり、消化タンクの更新を実施した。

導入効果
本技術を導入することで、建設工期の大幅な短縮およびRC製消化タ
ンクと比較して建設工事費（年価換算）で約5%※の削減。

該当する
技術名

下部コーン型
鋼板製消化タンク

パッケージ型
鋼板製消化タンク

技術選定を
受けた者

月島機械㈱ ㈱神鋼環境ソリューション

概要図

図.RC製と鋼板製の建設費用試算結果

省エネルギー化を実現

建設工期の大幅な短縮

建設工事費約5％削減

※導入検討段階の数値

■導入実績（令和2年9月時点）
全4案件の導入実績あり。
【内訳】供用済 3件、計画中 1件
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分類 名 称 技 術 概 要 頁

Ⅰ
OD法における
二点DO制御システム

OD槽内のDO勾配を一定に制御するシステム。処理水質の安定化と消費
電力を削減。条件により、高濃度流入など高負荷運転対応が可能。
［ 高知大学、前澤工業㈱ ］

17

Ⅰ
担体投入活性汚泥法
（リンポープロセス）

担体による効率的な生物処理方法。標準活性汚泥法における処理水量増
加への対応、増設不要の高度処理対応などを実現。
［ ㈱西原環境 ］

18

Ⅰ
最終沈殿池用
傾斜板沈殿分離装置

上水分野で実績の多い傾斜板沈降装置を下水処理場の終沈用に改良した
動力不要の固液分離装置。既設を活用してSS除去効率向上を実現。
［ 積水アクアシステム㈱ ］

19

Ⅰ
単槽式MBRと
高速凝集沈殿法による
仮設水処理ユニット

単槽式MBRと高速凝集沈殿法を単独または組合せで使用する可搬式水処理
装置。小規模処理場の仮設工事に係る工期、用地、コスト等を縮減。
［ ㈱日立プラントサービス ］

20

Ⅲ
高速砂ろ過システム
（高速上向流移床型砂ろ過）

二次処理水からSSを除去する技術。砂ろ過システムを改良し、ろ過速度
を高速化。省スペース・省エネ化・建設費の削減が可能。
［ ㈱タクマ ］

21

Ⅰ
破砕・脱水機構付
垂直スクリュー式除塵機

除塵・洗浄・脱水を一体化したコンパクトなしさ処理システム。糞塊等
を減らし、衛生的なしさ除去、処分量低減による低コスト化を実現。
［ 住友重機械エンバイロメント㈱ ］

22

Ⅰ
セラミック平膜を用いた省エ
ネルギー型MBRシステム

膜にセラミックを使用したMBRシステム。膜洗浄方法と運転条件の最適化
により、省エネルギー化と流入水量変動への対応が可能。
［㈱明電舎］

23

Ⅰ
アンモニア計による送気量
フィードフォワード制御技
術

反応タンク上下流に設置したアンモニア計の計測値に基づき、送気量の
適正化と処理水NH4-N濃度の安定化を図る送気量自動制御技術。
［日新電機㈱］

24

Ⅰ
アンモニア計と制御盤から
構成される風量調節弁制御
装置

反応タンク内に設置したアンモニア計の計測値に基づき、送気量の適正
化と処理水NH4-N濃度の安定化を図る送気量自動制御技術。
［㈱神鋼環境ソリューション］

25

Ⅰ
全速全水位型
横軸水中ポンプ

水位によらない全速運転が可能な横軸水中ポンプ。急激な流入に対し
安定したポンプの連続運転を実現。
［ ㈱石垣 ］

26

Ⅰ
圧入式スクリュープレス脱
水機
※以下、SP（Ⅲ型）

従来の圧入式SPの濃縮部と脱水部を独立させ、高濃縮・長時間脱水を実
現。難脱水消化汚泥を低含水率化し、発生汚泥削減と安定処理化。
［ ㈱石垣 ］

27

Ⅰ
圧入式SP（Ⅳ型）
による濃縮一体化脱水法

未濃縮状態で直接脱水可能な汚泥処理システム。濃縮設備を省略でき、
ライフサイクルコスト縮減可能、リン放出抑制等で返流水負荷も低減。
［ ㈱石垣 ］

28

Ⅰ
後注入2液型
ベルトプレス脱水機

従来の脱水部にポリ鉄注入・混合機構と予備脱水機構を追加した防臭カ
バー付脱水機。低含水率化による発生汚泥削減と臭気対策が可能。
［ メタウォーター㈱ ］

29

Ⅰ
難脱水性汚泥対応型
ベルトプレス脱水機

重力ろ過・脱水ローラー・2液調質の性能を高め、安定処理・低含水率化
を実現した脱水機。難脱水性汚泥である消化汚泥にも対応。
［ 住友重機械エンバイロメント㈱ ］

30

※新技術の分類 Ⅰ類：JSが単独または共同研究により開発した技術
Ⅱ類：公的機関が関与して開発された技術で、 JSが技術確認したもの
Ⅲ類：民間企業等が独自に開発された技術で、JSが技術確認したもの

新技術導入制度 新技術一覧(1/3) R2.9月末時点
［ ］：技術選定を受けた者
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分類 名 称 技 術 概 要 頁

Ⅰ
多重板型スクリュープレス脱
水機－Ⅱ型

多重板型スクリュープレス脱水機に新機能を追加した脱水機。処理能力
向上によるLCC縮減のほか、標準活性汚泥法の汚泥にも適用可能。
［ アムコン㈱ ］

31

Ⅰ 回転加圧脱水機Ⅲ型
回転加圧脱水機Ⅱ型にさらに電気浸透機能とポリ鉄後添加機能を加えた
脱水機。脱水性能向上によるLCCの縮減、CO 排出量の削減に期待。
［ 巴工業㈱ ］

32

Ⅰ
下水汚泥由来
繊維利活用システム

初沈汚泥から回収した繊維状物を、汚泥に添加して脱水を行うことで脱
水性向上を図る。低含水率化、薬注入率低減等のコスト縮減が可能。
［ ㈱石垣 ］

33

Ⅰ
難脱水対応強化型スク
リュープレス脱水機

適正な凝集フロック形成と凝集フロックに適正な力を加える脱水を行い、
難脱水汚泥でも低動力でありながら、脱水性の向上を実現。
［ ㈱神鋼環境ソリューション、㈱北 ］

34

Ⅰ
ダウンサイジング型ベルトプ
レス脱水機

ベルトプレス脱水機に濃縮部と高濃度対応型フィード装置を組み合わせ
て、ろ過速度を向上し、設備の小型化と省スペース化を実現。
［月島機械㈱ ］

35

Ⅰ
熱改質高効率
嫌気性消化システム

消化汚泥を水熱反応により熱改質して消化タンクに返送するシステム。
消化ガス発生量増加、消化日数短縮による小型化、汚泥減量化が可能。
［ 三菱化工機㈱ ］

36

Ⅰ
担体充填型
高速メタン発酵システム

消化タンクに担体を充填し、高温で嫌気性消化を行うことで、滞留日数
を短縮化。高負荷処理かつ安定消化を実現するシステム。
［ メタウォーター㈱ ］

37

Ⅰ
下部コーン型
鋼板製消化タンク

鋼板製作による工期短縮と底部の下部コーン構造で沈殿物の効率的な排
出が可能。さらに、汚泥循環ポンプの自動制御運転で省エネ化。
［ 月島機械㈱ ］

38

Ⅱ
パッケージ型
鋼板製消化タンク

消化タンクを鋼板で製作し、建設工期を短縮。また、各種センサーを用
いたタンク内の可視化により運転支援を行い、安定発酵を実現。
［ ㈱神鋼環境ソリューション ］

39

Ⅰ
高濃度対応型ろ過濃縮・
中温消化システム

高濃度対応型ろ過濃縮機で初沈汚泥を濃縮し、濃縮余剰汚泥と混合後、
高濃度で消化。設備容量の削減、消化効率向上等によりLCC縮減。
［ 月島機械㈱ ］

40

Ⅰ
アナモックス反応を
利用した窒素除去技術

アナモックス細菌を利用し、嫌気性消化汚泥の脱水ろ液中から有機物不
要で窒素除去が可能。必要酸素量と発生汚泥量を低減。
［ ㈱タクマ、メタウォーター㈱ ］

41

Ⅰ
階段炉による
電力創造システム

低含水率化技術・焼却設備・蒸気発電等を組合せた電力自立可能なシス
テム。補助燃料不要で、維持管理費・温室効果ガス排出量削減。
［ ㈱タクマ ］

42

Ⅲ
高効率二段燃焼
汚泥焼却炉

前段燃焼炉での抑制燃焼と後段２次燃焼室での局所高温部を生成し、完
全燃焼化。補助燃料使用量・温室効果ガス排出量を低減。
［ ㈱神鋼環境ソリューション ］

43

Ⅱ 多層燃焼流動炉
気泡式流動炉の炉底部、炉中部、炉上部から燃焼用空気を供給して燃焼
を効率化。補助燃料使用量・温室効果ガス排出量を低減。
［ 東京都下水道局、メタウォーター㈱ ］

44

新技術導入制度 新技術一覧(2/3)

※新技術の分類 Ⅰ類：JSが単独または共同研究により開発した技術
Ⅱ類：公的機関が関与して開発された技術で、 JSが技術確認したもの
Ⅲ類：民間企業等が独自に開発された技術で、JSが技術確認したもの

R2.9月末時点
［ ］：技術選定を受けた者
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分類 名 称 技 術 概 要 頁

Ⅱ
気泡式高効率
二段焼却炉

気泡式流動炉への燃焼用空気の吹込方法を最適化して、局部高温域を形
成。電力・補助燃料使用量・温室効果ガス排出量を低減。
［ ㈱神鋼環境ソリューション］

45

Ⅱ
過給式流動
燃焼システム

流動ブロアや誘引ファンを兼ねた過給機による炉内加圧で、炉を小型
化・高温化。電力・補助燃料使用量・温室効果ガス排出量を低減。
［ 月島機械㈱、三機工業㈱ ］

46

Ⅰ
多段最適燃焼制御付気泡流
動炉

多段燃焼に最適燃焼制御技術を付加し空気量・補助燃料を最適化。低空
気比運転による燃費削減効果との相乗効果で温室効果ガス排出量を低減。
［ 三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱ ］

47

Ⅰ 二段燃焼式旋回流動炉
燃焼効率が高い旋回流動炉に二段燃焼技術と流動空気の低空気比化を適
用。省エネルギー化や温室効果ガス排出量削減を実現。
［ 水ingエンジニアリング㈱ ］

48

新技術導入制度 新技術一覧(3/3)

※新技術の分類 Ⅰ類：JSが単独または共同研究により開発した技術
Ⅱ類：公的機関が関与して開発された技術で、 JSが技術確認したもの
Ⅲ類：民間企業等が独自に開発された技術で、JSが技術確認したもの

R2.9月末時点
［ ］：技術選定を受けた者
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分類 名 称 技 術 概 要

Ⅰ
高速吸着剤を利用した
リン除去・回収技術

特殊な多孔構造の高速リン吸着剤を用いて、二次処理水からリンを極低濃度
まで除去。有効利用可能なリンも回収可能。
［ 旭化成ケミカルズ㈱ ］

Ⅰ 循環型多層燃焼炉
循環部に後燃焼部を付加し、各ゾーン毎に燃焼用空気量を制御する燃焼最適
化技術。補助燃料使用量、温室効果ガス排出量を低減。
［ メタウォーター㈱ ］

Ⅰ
ゴムメンブレン式超微細気
泡散気装置

スリットを有するゴムメンブレンを用いた高効率散気装置。超微細気泡を低
圧損で発生させ、反応タンク消費電力の削減が可能。
［ JFEエンジニアリング㈱、三菱化工機㈱、㈱西原環境 ］

Ⅱ
担体利用高度処理システム
（バイオチューブ）

担体による効率的な生物処理方法。高負荷窒素処理が可能となり、標準法と
同等の反応時間で窒素除去が可能。
［ JFEエンジニアリング㈱ ］

※「過去に選定された技術」とは、技術選定された日から５年経過し有効期間が満了した技術で
す。
※新技術Ⅰ類「アナモックス反応を利用した窒素除去技術」については、㈱日立製作所が有効期
間満了のため、同社のみ「過去に選定された技術」の扱いとなっています。

新技術導入制度 過去に選定された技術一覧
R2.9月末時点

［ ］：技術選定を受けた者
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B-DASHプロジェクト JS参画の事業一覧（１／３） R2.9月末時点

※ガイドライン：実証事業の成果を踏まえ、革新的技術の内容や導入検討方法を整理し普及展開に
活用するための技術導入ガイドライン（案）。国土技術政策総合研究所が策定。

状 況  実規模実証・ＦＳ調査名 ／  事業概要 頁

H23-

H24

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

超高効率固液分離技術を用いたエネルギーマネジメントシステム技術実証事業

49超高効率固液分離技術による生汚泥回収の最大化、高効率高温消化技術によるメタン発生の最
大化、スマート発電システム技術による発電効率の最大化を組合せ、処理場全体の使用電力の
極小化を図る。

H24-

H25

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

固定床型アナモックスプロセスによる高効率窒素除去技術実証事業

50固定床型アナモックスプロセスを利用して、嫌気性消化汚泥の脱水ろ液中の高濃度窒素を除去
し、水処理施設へ返送される窒素負荷量を低減する。コスト縮減、温室効果ガス排出量および
エネルギー使用量の削減などを図る。

H25-

H26

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

下水道バイオマスからの電力創造システム実証事業

51機内二液調質型遠心脱水機による汚泥の低含水率化技術、革新型階段炉によるエネルギー回収
技術、蒸気発電機によるエネルギー変換技術を組合せ、下水汚泥焼却廃熱からの発電を実現し、
電力自立等を図る。

H25

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

高度な画像認識技術を活用した効率的な管路マネジメントシステム技術実証事業

52画像認識技術及びセンシング技術を活用し、管路内の不具合を自動検出する技術、高度なメカ
トロニクス技術等の活用による調査ロボットの走破性の向上、調査距離の延伸化を実現する。

H26-

H27

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

無曝気循環式水処理技術実証事業

53水処理の省エネ化のために、水処理システムを水中ばっ気方式から、大気圧中での気液接触に
よる酸素供給方式に転換することで、消費電力量を削減するものであり、コスト縮減や省エネ
ルギー化を図る。

H26-

H27

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

高効率固液分離技術と二点DO制御技術を用いた省エネ型水処理技術実証事業

54高効率固液分離技術の導入と無終端水路に改造した反応タンクでの２点DO制御技術による最適
風量制御により、既設の標準活性汚泥法と同等の滞留時間で高度処理を行い、コスト縮減と省
エネルギー化を図る。

H26-

H27

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

ICTを活用したプロセス制御とリモート診断による効率的水処理運転管理技術実証事業

55NH4-Nセンサーを活用したばっ気風量制御とリモート診断（制御パラメータの最適化、プロセ
ス監視による異常検出）を組合せ、効果的・効率的に水処理を実施し、省エネルギー化と処理
水質安定化を図る。

H27-

H28

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

バイオガス中のCO2分離・回収と微細藻類培養への利用技術実証事業

56嫌気性消化によって発生するバイオガスからCO2を高濃度で分離回収し、回収したCO2と脱水
分離液で微細藻類（ユーグレナ）の培養を行い、CO2の活用効率や安定性、微細藻類の生産量
や品質、脱水分離液による返流負荷の低減を図る。

H28-

H29

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

脱水乾燥システムによる下水汚泥の肥料化、燃料化技術実証事業

57中小規模の下水処理場を対象とした脱水機と乾燥機の一体型システムにおいて、製造された乾
燥汚泥の肥料化、燃料化などの多様な有効利用への適応性や、設備の性能、ライフサイクルコ
スト縮減等を実証する。
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状 況  実規模実証・ＦＳ調査名 ／  事業概要 頁

H28-

H29

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

DHSシステムを用いた水量変動追従型水処理技術実証事業

58「スポンジ状担体を充填したDHSろ床」と「生物膜ろ過槽」を組み合わせることにより、効率
的にダウンサイジングが可能な水処理技術について、コスト縮減効果や流入水量に応じた電力
使用量削減効果等を実証する。

H28-

H29

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

特殊繊維担体を用いた余剰汚泥削減型水処理技術実証事業

59反応タンクの多段化と特殊繊維担体の利用により、余剰汚泥発生量を大幅に削減することで汚
泥処理設備のダウンサイジングが可能な水処理技術について、汚泥削減効果やコスト（建設費
年価＋維持管理費）縮減効果等を実証する。

H28-

H29

調査事業

完了

下水処理水と海水の塩分濃度差を利用した水素製造システムの実用化に関する技術調査事業

60下水処理水と海水の塩分濃度差、下水処理水のポテンシャルや下水処理場の立地条件を活かし
た新たな水素製造技術について、水素発生量、水素純度等の技術的な性能について確認する。

H29-

H30

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

最終沈殿池の処理能力向上技術実証事業

61最終沈殿池の増設を行わずに、既存の最終沈殿池躯体を利用して、ろ過部の設置により低コス
トで処理能力を量的あるいは質的に向上させる技術を実証するとともに、提案技術の適用可否
の検討等に活用できる、新たな汚泥管理手法を確立する。

H29-

H30

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

高効率消化システムによる地産地消エネルギー活用技術の実用化に関する実証事業

62生ごみ等の未利用バイオマスの活用、無動力の消化槽撹拌装置、バイオガス発生量を増加させ
る可溶化装置、高い発電効率を有する燃料電池を組み合わせた高効率消化システムについて、
処理性能や、エネルギー回収率の向上効果等を実証する。

H29-

H30

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

公表済み

温室効果ガス削減を考慮した発電型汚泥焼却技術の実用化に関する実証事業

63汚泥焼却設備からの未利用廃熱を活用した高効率発電技術と、既存の汚泥焼却設備にも適用可
能な局所撹拌空気吹込み技術の組み合わせにより、電力の完全自立や大幅な温室効果ガス排出
量削減効果等が得られることを実証する。

H27-

R元

実証事業

完了

 振動診断とビッグデータ分析による下水道施設の劣化状況把握・診断技術実証事業

64従来の定性的な劣化状況把握及び時間計画保全から、自動かつ定量的劣化把握による設備診断
の高度化・効率化及び予測精度向上を目指したセンシング技術とビッグデータ分析技術を導入
し、下水処理設備のコスト（建設費年価＋維持管理費）縮減効果等を実証する。

H30-

R元

実証事業

完了

ICTを活用した総合的な段階型管路診断システムの確立にかかる実証事業

65ビッグデータ解析による劣化予測システムやICTを活用したデータ入力・蓄積ツール、点検直視
型カメラ等の技術を用いて効率的なスクリーニング及び詳細調査を実施し、低コストで効果的
な「総合的な段階型管路診断システム」を確立する。

H30-

R元

調査事業

完了

AIを活用した下水処理運転管理支援技術に関する調査事業

66AI技術を活用した水処理施設の制御設定値の決定を支援する水処理制御支援技術及び活性汚泥
の処理状況の判断を支援する画像診断技術について、実施設の運転管理データや画像データを
用いた技術性能の確認等を実施し、導入効果や普及可能性について調査を行う。

R2.9月末時点B-DASHプロジェクト JS参画の事業一覧（２／３）

※ガイドライン：実証事業の成果を踏まえ、革新的技術の内容や導入検討方法を整理し普及展開に
活用するための技術導入ガイドライン（案）。国土技術政策総合研究所が策定。
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R2.9月末時点B-DASHプロジェクト JS参画の事業一覧（３／３）

※ガイドライン：実証事業の成果を踏まえ、革新的技術の内容や導入検討方法を整理し普及展開に
活用するための技術導入ガイドライン（案）。国土技術政策総合研究所が策定。

状 況  実規模実証・ＦＳ調査名 ／  事業概要 頁

H30-

R元

実証事業

完了

高濃度消化・省エネ型バイオガス精製による効率的エネルギー利活用技術に関する実証事業

67コンパクトなメタン発酵槽、低動力のバイオガス精製装置及び小規模の水素製造・供給装置を
組み合わせた、下水汚泥からの効率的なエネルギー回収・利活用システムについて、処理性能、
コスト（建設費年価＋維持管理費）縮減等を実証する。

H27-

H29

実証事業

完了

車両牽引型深層空洞探査装置の実用化に向けた技術実証事業

68従来の地中レーダ装置の探査可能深度を２倍程度まで向上させた車両牽引探査機を用いて、幅
広い下水道管深度の空洞調査に対応できる調査技術を実証する。

R元-

継続中

 単槽型硝化脱窒プロセスのICT・AI制御による高度処理技術実証事業

68ICT・AI を活用した①流入負荷変動、季節変動に対応した空気量制御による単槽型反応タンク
におけるA2O 法同等処理水質の短HRTの達成、②空気量制御と連動した送風機吐出圧力制御
による消費電力の削減効果を実証する。

R2

新規

AIを用いた下水道管渠損傷度判定システムの実用化に関する調査事業

- 下水道管渠の損傷部位・損傷種類・損傷程度を格段に効率よく特定する AIを確立し、維持管理
業務を効率化する。

R2

新規

 車両型地中レーダ探査装置と空洞判定AIを用いたスクリーニング技術の実用化に向けた調査事業

-
 下水道に起因する空洞を判定する AI 技術を確立し、維持管理費の縮減に寄与する。
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新技術ラインナップ  

M
最初沈殿池 反応タンク

濃縮濃縮

脱水

焼却
返
流
水

下水 処理水
M

最終沈殿池

しさの効率的除去・脱水

垂直ｽｸﾘｭｰ式除塵機

窒素負荷の
高い返流水を
低コスト処理
ｱﾅﾓｯｸｽ
ﾌﾟﾛｾｽ

消化設備の円滑導入
消化効率向上

熱改質高効率消化
担体充填高速消化
下部ｺｰﾝ鋼板製消化ﾀﾝｸ
ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型鋼板製消化ﾀﾝｸ
高濃度対応濃縮・中温消化システム

高効率二段焼却
多層燃焼流動炉
気泡式二段焼却
過給式流動燃焼
多段制御付気泡流動炉
二段燃焼式旋回流動炉

焼却時エネルギー
の効率的回収

電力創造ｼｽﾃﾑ

処理水SSを低コスト除去

水処理に係る電力削減
既存躯体を活用した改築・能力増強
高度処理に対応したコンパクト処理
工事中の仮設水処理・池増設の回避

消化

処理場におけるニーズ
対応する新技術名※略称

凡 例

36の新技術を選定（令和2年9月末時点）

圧入SP※1Ⅲ(脱水）
圧入SPⅣ(濃縮脱水一体）
後注入2液BP※2脱水
難脱水対応BP脱水
多重板型SP脱水機－Ⅱ型
回転加圧脱水機Ⅲ型
下水汚泥繊維利活用ｼｽﾃﾑ
難脱水対応SP脱水機
ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ型BP
※1 SP:スクリュープレス
※2 BP:ベルトプレス

OD法二点DO制御
ｺﾞﾑﾒﾝﾌﾞﾚﾝ式超微細散気
担体法（ﾘﾝﾎﾟｰﾌﾟﾛｾｽ）
セラミック平膜

担体法（ﾊﾞｲｵﾁｭｰﾌﾞ）
傾斜板沈殿分離装置
仮設水処理ﾕﾆｯﾄ
アンモニア制御（風量制御）

雨水の除去・排水
全速全水位型水中ポンプ

汚泥含水率の低減
汚泥脱水性の向上
汚泥処分費の削減

省エネ性向上・温室効果ガス
排出を抑制する新型炉導入

高速砂ろ過
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《 期待できる効果》
・自動制御により安定した処理水質を確保（高度処理へも対応可）
・消費電力を約30％削減（対縦軸OD）
・処理能力の増強によりLCCを削減（流入条件による）

OD法の処理能力増強・消費電力削減!!
－ OD法における二点DO制御システム －
OD法の処理能力増強・消費電力削減!!
－ OD法における二点DO制御システム －

技術選定を受けた者：高知大学、前澤工業㈱

Ⅰ類

平成27年度（第8回） 循環のみち下水道賞「グランプリ」 受賞
日本水環境学会 平成27年度「技術賞」 受賞

科学技術振興機構 STI for SDGｓアワード「優秀賞」 受賞

平成27年度（第8回） 循環のみち下水道賞「グランプリ」 受賞
日本水環境学会 平成27年度「技術賞」 受賞

科学技術振興機構 STI for SDGｓアワード「優秀賞」 受賞

DO計1ブロワ
(回転数制御)

縦軸水流発生装置
(回転数制御)DO勾配を一定に制御

DO計2

縦軸水流発生装置付散気式曝気装置

《 対応可能なニーズ》
・既存OD法設備の更新に伴い、省エネルギー化を促進したい
・処理施設統廃合やし尿受入れ等による流入負荷量の増加に伴う新増設を回避したい

溶存酸素濃度計（DO計）を用いて曝気風量と循環流速
を独立に自動制御を行うことで、好気ゾーンと無酸素
ゾーンを安定的に形成し、短い処理時間で安定した処
理が可能。処理能力の増強と消費電力を削減します。

曝気装置からの流下距離

D
O
値

DO計1 DO計2

二点DO制御
(曝気量up)
(循環流量up)

流入負荷増による酸素消費増大
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処理水量増加・高度処理に対応!!
－ 担体投入活性汚泥法（リンポープロセス）－
処理水量増加・高度処理に対応!!

－ 担体投入活性汚泥法（リンポープロセス）－

固定化担体（リンポーキューブ）の投入により、活性汚
泥の高濃度保持および最終沈殿池への固形物負荷の低減
が可能となります。標準法における処理水量増加への対
応、増設不要の高度処理対応などを実現します。

技術選定を受けた者：㈱西原環境

処理水量増加対応型

高度処理対応型

適用対象：標準活性汚泥法

A2O法の場合

適用対象：循環式硝化脱窒法、 A2O法等

リンポーキューブ
（１５年経過）と
担体分離装置

《 期待できる効果》
・処理水量増加対応型：反応タンク、最終沈殿池の増設なしで、標準活性汚泥法に
おける処理水量の150%程度の増加に対応

・高度処理対応型：増設なしで高度処理化へ対応可能。新設の場合、反応タンクを
小型化でき、省スペース化

寸法： １２㎜×１２㎜×１５㎜
材質： ポリウレタン
特徴： 担体分離装置の開口を大きく

でき、目詰まりしにくい

Ⅰ類

《 対応可能なニーズ》
・水処理施設を増設せず、中長期の一時的な流入水量の増加を乗り越えたい。

18



《 期待できる効果》
・駆動部を有しない構造であり、動力不要でSS除去効率向上
・高度処理化、設備更新、処理水量変動対応等に係る費用を
低コスト化

既設最終沈殿池の処理能力を強化！
－ 最終沈殿池用傾斜板沈殿分離装置 －
既設最終沈殿池の処理能力を強化！
－ 最終沈殿池用傾斜板沈殿分離装置 －

多数の傾斜板を配置することで沈降面積を増加させ、
既設最終沈殿池の処理能力向上を低コストで実現します

技術選定を受けた者：積水アクアシステム㈱

設置前 設置後（SS除去性能 増）

傾斜板沈殿分離装置

越流トラフ

流入部阻流板

チェーンフライト式

汚泥掻き寄せ機

処
理
水

Ⅰ類

《 対応可能なニーズ》
・中長期の流入水量の増加に対して、既存躯体を活用して対応したい。
（※最終沈殿池の処理能力がネックになっている場合に適応可能)
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《 期待できる効果》
・ 改築等の工事期間中における処理能力確保/処理水質の維持（⇒系列/池増設の回避）
・ 仮設処理装置の設置に係る工期短縮、用地縮小、コスト低減

工事期間中の仮設水処理に!!
－ 単槽式MBRと高速凝集沈殿法による

仮設水処理ユニット －

工事期間中の仮設水処理に!!
－ 単槽式MBRと高速凝集沈殿法による

仮設水処理ユニット －

☆ 処理水質に優れる
単槽式MBRユニットを連続運転。

☆ 流入水量の時間変動対応用に
高沈ユニットを併用。

〈単槽式MBRユニット〉
処理能力: 300m3/日(日最大)

単一の反応タンクによる浸漬型MBR。好気/無酸素の切替
運転により、pH調整剤を添加せずにアルカリ度回復が可能。

〈高沈ユニット〉
処理能力: 500m3/日(時間最大)

マイクロサンドを用いた高速凝集沈殿装置。凝集剤の定量
添加、傾斜管沈降装置などにより、維持管理を軽減。

〈処理フローの例〉

流入水

高沈ユニット

単槽式MBRユニット

水量ピーク時対応

連続運転

処理水

処理水

P

P

放流水
消毒

Ⅰ類

技術選定を受けた者：㈱日立プラントサービス

《 対応可能なニーズの一例》
・既設水処理施設が1池のみだが、設備更新工事を行いたい
・設備更新工事期間中、水処理施設の処理能力不足を解消したい
・災害時における応急復旧処理(段階的復旧)

2種類の水処理ユニット(単槽式MBR、高沈)を単独
または組合せで使用する仮設処理用のコンパクトな
可搬式水処理装置。小規模下水処理場の工事期間中
における水処理の安定継続を低コストで実現します。
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下水処理水の浮遊物質を高速除去!!
－ 高速砂ろ過システム －

下水処理水の浮遊物質を高速除去!!
－ 高速砂ろ過システム －

高速上向流移床型砂ろ過技術を利用して、下水処理水
から浮遊物質（ＳＳ）を安定して高速除去します。

ろ過砂の構成を最適化
し、高速化、安定した

処理の実現

設計ろ過速度とSS濃度

高速砂ろ過装置ユニットの構造
RC造マルチモジュールタイプの構造

（大水量向け）

技術選定を受けた者： ㈱タクマ

従来

砂ろ過

高速砂ろ過

(設計諸元A)

高速砂ろ過

(設計諸元B)

日最大 300m/日

以下

450m/日

以下

650m/日

以下

時間最大 450m/日

以下

700m/日

以下

1000m/日

以下

原水SS濃度 20mg/L 10mg/L

ろ過水SS濃度 5mg/L

空気

ろ層

原水流入管 集水トラフ

洗浄された砂

汚れた砂
（下へ）

水
（上へ）

洗浄
装置

エアリフト
ポンプ

Ⅲ類

《 期待できる効果》
・高速化により必要ろ過面積が縮小し、設備を小型化
・小型化による省スペース化、省エネ化、建設費削減が可能

《 対応可能なニーズの一例》
・改築、更新工事の際に省スペース化を図りたい
・改築、更新工事の際に既設の躯体を活用したい
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《 期待できる効果》
・しさ発生量が大幅減少することで、貯留ホッパ等の
後段設備が不要（建設費削減）、しさ処分費の削減
・コンパクトな機器で維持管理性向上

省スペース・衛生的にしさ除去を実現!!
－ 破砕・脱水機構付垂直スクリュー式除塵機 －

省スペース・衛生的にしさ除去を実現!!
－ 破砕・脱水機構付垂直スクリュー式除塵機 －

流入しさの「除塵・洗浄・脱水」をコンパクトに一体化。
破砕で糞塊等を減らし、しさ発生量を大幅減少させます。

技術選定を受けた者：住友重機械エンバイロメント㈱

従来除塵機のしさ

50kg/日

本除塵機のしさ

1.5kg/日

1/20以下に！
（脱水効果含む）

1週間分の写真
（本除塵機）

1日分の写真
（従来除塵機）

従来からある
スクリーン付破砕機

新規追加した
破砕片回収・搬送機能

破砕

除塵

除塵

搬送

脱水

洗浄
破砕

除塵 除塵

対象 分流式

Ⅰ類

《 対応可能なニーズ》
・施設の省スペース化としさの効率的な除去の両立
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方式３．自動薬液洗浄方式１．曝気洗浄

省エネと流入水量変動への対応を可能に 
－ セラミック平膜を用いた省エネ型MBRシステム －
省エネと流入水量変動への対応を可能に 

－ セラミック平膜を用いた省エネ型MBRシステム －

セラミック平膜（アルミナを主成分とする無機膜）の特性を活かした膜洗浄
方法と運転条件の最適化により、曝気空気量の削減による省エネルギー化と
流入水量変動への対応を可能とします。

技術選定を受けた者：㈱明電舎

Ⅰ類

《 期待できる効果》

多様な洗浄方法の組合せにより、曝気洗浄空気量を削減

MLSSとDO制御の運転条件の最適化により、補助散気空気量を削減

フラックスを一時的に上昇させることで流入水量の変動への対応が可能

《 対応可能なニーズの一例》
省エネルギー化の要望がある
降雨等による一時的な流入水量増への対応が求められる

膜ユニット

■ 省エネルギー型MBRフロー図

② 補助散気空気量の削減

① 膜面洗浄空気量の削減

③ 水量変動対応

膜ユニット全景

H
3,
28
0m
m

D 720mm

流入下水
(スクリーン処理後)

曝気洗浄用空気

閉塞物質

上
昇
水
流

セラミック平膜

薬液

閉塞物質

分解

セラミック平膜

P

ろ過水

P

P

B

逆洗

薬液

曝気洗浄用空気

■ 多様な洗浄方法

方式２．逆洗

セラミック平膜

逆洗水

閉塞物質
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送風動力の省エネ化と処理水質の安定化を両立！
－アンモニア計による送気量フィードフォワード制御技術－

送風動力の省エネ化と処理水質の安定化を両立！
－アンモニア計による送気量フィードフォワード制御技術－

反応タンク内に2台のアンモニア計を設置し、流入窒素負荷
量及び硝化状況に応じて曝気風量を自動制御することで、風
量低減による省エネ化と処理水質（NH4-N濃度等）安定化の
両立を図ります。

技術選定を受けた者：日新電機㈱

Ⅰ類

《 期待できる効果》
・送風量低減による省エネ化

⇒ DO一定制御に対して10％以上の送気量低減
・処理水NH4-N濃度の安定化

⇒ 処理水NH4-N濃度を低濃度で安定化

NH4-N流入負荷量を指標とするフィードフォワード（FF）制御
⇒ 流入窒素負荷変動にリアルタイムに追従

反応タンク後段の目標NH4-N濃度との偏差に基づくフィードバック（FB）補正
⇒ 処理水NH4-N濃度を目標値に安定化

《 対応可能なニーズの一例》
・送風動力の省エネ化を図りたい
・処理水NH4-N濃度が不安定などの課題がある
※硝化促進を行う活性汚泥法施設（OD法を除く）であることを前提とする。
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送風動力の省エネ化と処理水質の安定化を両立！
－アンモニア計と制御盤から構成される風量調節弁制御装置－

送風動力の省エネ化と処理水質の安定化を両立！
－アンモニア計と制御盤から構成される風量調節弁制御装置－

反応タンク内にアンモニア計及びDO計を設置し、硝化状況
に応じて目標DO濃度を自動調整する風量制御を行うことで、
風量低減による省エネ化と処理水質（NH4-N濃度等）安定化
の両立を図ります。

技術選定を受けた者：㈱神鋼環境ソリューション

Ⅰ類

《 期待できる効果》
・送風量低減による省エネ化

⇒ DO一定制御に対して10％以上の送風量低減
・処理水NH4-N濃度の安定化

⇒ 処理水NH4-N濃度を低濃度(0.5～1.0mg/L程度)で安定化

《 対応可能なニーズの一例》
・送風動力の省エネ化を図りたい
・処理水NH4-N濃度が不安定などの課題がある
※硝化促進を行う活性汚泥法施設（OD法を除く）であることを前提とする。

反応タンク後段のNH4-N濃度計測値に基づく送風量のフィードバック制御
⇒2段階PID制御による可変OD制御

※ PID 制御：入力値の制御を、出力値と目標値との偏差、その積分および
微分の三つの要素によって行う基礎的で汎用的なフィードバック制御
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《 期待できる効果》
・急激な流入等に対し、浸水被害を軽減
・運転操作の設定が容易
・インバータ不要で、建設コスト、LCCの縮減可能

水位によらない全速運転が可能な横軸水中ポンプ。様々な
運転状況（低水位・水位変動等）に対する安定したポンプ
の連続運転を実現します。

技術選定を受けた者：㈱石垣

水位を問わない全速運転で迅速な排水を実現 
－全速全水位型横軸水中ポンプ－

水位を問わない全速運転で迅速な排水を実現 
－全速全水位型横軸水中ポンプ－

吸込んだ空気と水を
混合排水する状態。

従来ポンプと同様の
排水状態。

全量排水運転

局地的短期集中豪雨への備え

全速全水位型
横軸水中ポンプ

溢水が発生する水位

急激な流入に対し
余裕が大きい

低水位から排水を開始し、
水路内水位を低く抑えるため、
急激な流入時に余裕がある。

ポンプゲート形
（ゲート有り）

（設置例）

気水混合排水運転 排水待機運転
排水せず運転を
続けている状態。

気中運転
水の流入を待ちながら
先行待機している状態。

各運転状態へスムーズに移行。万一の時にも、迅速に排水。

吸気

水流
水流

100% 0%0% 0~
100%

５

９
全
揚
程
(m)

３0.08

1.５

低揚程

高揚程

吐出量(m3/s)

全揚程9.0mまで適用可

Ⅰ類

《 対応可能なニーズ》
・省スペースで雨水ポンプ場を早期に整備したい

定置形
（ゲート無し）

26



《 期待できる効果 》
・難脱水性汚泥でも低含水率化が可能で、発生汚泥量を
削減し、汚泥処分費の負担軽減

・独立した濃縮部の効果により、汚泥性状の変動に対する
処理の安定性が向上

難脱水性汚泥にも対応・脱水汚泥の低含水率化!!

－ 圧入式ＳＰ（Ⅲ型）－
難脱水性汚泥にも対応・脱水汚泥の低含水率化!!

－ 圧入式ＳＰ（Ⅲ型）－

従来の圧入式スクリュープレス脱水機の濃縮部と脱水部
を独立させることにより、難脱水性汚泥の脱水性向上、
発生汚泥量を削減します。

脱水部

濃縮部

圧入部

M

M

外筒スクリーン

スクリュー軸 洗浄パイプ

外筒スクリーン

スクリュー軸

プレッサー

（押圧板）

二液調質の場合
（オプション）

スクリュー羽根

洗浄水

凝集汚泥

濃縮分離液

洗浄水

無機凝集剤

ろ液 脱水汚泥

洗浄パイプ

定流量処理
凝集汚泥の高濃度化

脱水時間の増大

高い充填率

Ⅰ類

対象汚泥:濃縮汚泥（混合生汚泥、嫌気性消化汚泥、余剰汚泥、OD汚泥）
※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。詳細はJSまでお問い合わせください。

技術選定を受けた者：㈱石垣

《 対応可能なニーズの一例》
・従来型（ＳＰⅡ型）よりも低含水率を実現したい。
・比較的導入実績が多く、ノウハウの蓄積された脱水機を導入したい。
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《 期待できる効果》
・濃縮設備省略による簡素化でライフサイクルコストを縮減 ・ＳＳ回収率向上
・汚泥処理における滞留時間短縮による腐敗及びリン放出抑制での返流水負荷低減

処理工程の簡素化、返流水負荷の低減!!
－ 圧入式ＳＰ（Ⅳ型）による濃縮一体化脱水法－
処理工程の簡素化、返流水負荷の低減!!

－ 圧入式ＳＰ（Ⅳ型）による濃縮一体化脱水法－

従来の圧入式ＳＰ脱水機の濃縮部を強化することで、
濃縮設備を省略し、直接脱水する処理システム。
ライフサイクルコスト縮減と返流水負荷を低減します。

技術選定を受けた者：㈱石垣

最終沈殿池反応タンク

一部返送

濃縮設備を
省略

汚泥貯留槽
（未濃縮汚泥）

薬注設備

圧入式ＳＰ
（Ⅳ型） 脱水汚泥

重力濃縮槽
機械濃縮機

消毒設備流入 最初沈殿池

ＳＰⅢ型より
ろ過面積アップ

Ⅰ類

対象汚泥 未濃縮の混合生汚泥 ※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。
詳細はJSまでお問い合わせください。

《対応可能なニーズの一例》
・濃縮設備の更新を回避したい。
・汚泥処理からの返流水負荷（リン・ＳＳ）を削減したい。
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《 期待できる効果》
・脱水ケーキの低含水率化により、発生汚泥量を削減し、汚泥処分費の負担軽減
・無機系凝集剤（ポリ硫酸第二鉄）使用量の削減

ベルトプレス脱水機による難脱水性汚泥の低含水率化!!

－ 後注入２液型ベルトプレス脱水機 －
ベルトプレス脱水機による難脱水性汚泥の低含水率化!!

－ 後注入２液型ベルトプレス脱水機 －

従来の高効率ベルトプレス脱水機の一次脱水部に新開
発機構を追加することにより、難脱水性汚泥の低含水
率化、無機系凝集剤使用量の削減を実現します。

技術選定を受けた者：メタウォーター㈱

◆一次脱水部：重力濃縮→無機系凝集剤を注入・混合→予備脱水
⇒高濃縮（減容化）を実現

◆二次脱水部：減容化（高濃縮）により超低速（長時間）脱水
⇒低含水率化を実現

一次脱水部

Ⅰ類

対象汚泥 嫌気性消化汚泥（標準法＋ 機械濃縮）
※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。詳細はJSまでお問い合わせください。

《対応可能なニーズの一例》
・難脱水性汚泥で、無機系凝集剤の削減を行いながら、低含水率化を実現したい。
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《 期待できる効果 》
・難脱水性汚泥に対する安定した脱水性能
・低含水率化による汚泥処分費の軽減

消化汚泥を安定処理・低含水率化!!
－ 難脱水性汚泥対応型ベルトプレス脱水機 －

消化汚泥を安定処理・低含水率化!!
－ 難脱水性汚泥対応型ベルトプレス脱水機 －

長い重力濃縮部と脱水に寄与する多数のローラーにより、
難脱水性汚泥の安定処理が可能となります。
また、２液調質を行うことで低含水率化を実現します。

技術選定を受けた者：住友重機械エンバイロメント㈱

Ⅰ類

対象汚泥 嫌気性消化汚泥（標準法＋ 機械濃縮）
※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。詳細はJSまでお問い合わせください。

《対応可能なニーズの一例》
・ベルトプレス脱水機の安定性はそのままに、
難脱水性汚泥でも低含水率化を実現したい。
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《 期待できる効果 》
・処理能力向上により設備規模の縮小化が見込まれ、
ライフサイクルコストを縮減

・汚泥濃度の変動にも安定した脱水処理を実現

従来機の脱水性能を強化!!
－多重板型スクリュープレス脱水機-Ⅱ型－

従来機の脱水性能を強化!!
－多重板型スクリュープレス脱水機-Ⅱ型－

ＯＤ槽から直接引き抜いた汚泥に用いられている従来の多重
板型スクリュープレス脱水機に、新機能を追加することで、
処理能力向上を実現したほか、標準活性汚泥法の汚泥にも適
用可能となります。

新機能 「濃縮機」

微小隙間を持つ円板を積層した簡易的な濃縮機
を凝集混和タンクに搭載。

フロックを形成した汚泥は、濃縮機を通る際に
水分が微小隙間より排出され、濃縮されます。

【その他新機能】
・自動制御：処理速度一定運転を可能とするほか、異常圧力による機械破損を防止。
・新型脱水スクリュー：脱水スクリュー形状を改良し、脱水性能を強化。
・新型固定リング：汚泥閉塞時に脱水スクリューを取り外さずに汚泥排出が可能。

Ⅰ類

対象汚泥 OD槽引き抜き汚泥 または 機械濃縮混合生汚泥
※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。詳細はJSまでお問い合わせください。

技術選定を受けた者：アムコン㈱

《 対応可能なニーズの一例》
・従来型（多重板型SPⅠ型）よりも処理能力を増やしたい。
・OD法汚泥で実績の多い、多重板型SPを標準法汚泥にも使いたい。
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《 期待できる効果 》
・低含水率化による汚泥処分費およびライフサイクルコストの縮減

新機能を付加して低含水率化!!
－ 回転加圧脱水機Ⅲ型－

新機能を付加して低含水率化!!
－ 回転加圧脱水機Ⅲ型－

併用（電気浸透＋ポリ鉄後添加）

ポリ鉄後添加
（機内二液調質）

直流電源装置

ポリ鉄後添加

ポリ鉄後添加
（機内二液調質）

ポリ鉄を後添加することで凝集フロック内にある
内包水を排出し、脱水促進

電気浸透

直流電源装置

含水率２ポイント低下※

・ ろ室内部の電極を＋、金属円盤フィルタを－に荷電

・通電により、ろ室内部の＋に荷電している水が
金属円盤フィルタ方向へ移動し、脱水促進

通電

電極

金属円盤
フィルタ

水

凝集フロック

凝集フロック

ポリ鉄
添加

適度に破壊された
凝集フロック

内包水

※含水率の低下は
Ⅱ型（高効率型）との比較値

含水率３ポイント低下※

含水率５ポイント低下※

対象汚泥 標準活性汚泥法による混合生汚泥(機械濃縮)

回転加圧脱水機Ⅱ型の特徴（シンプルな構造、軽量で省ス
ペース、密閉構造、小洗浄水量）をそのままに、電気浸透、
ポリ鉄後添加（機内二液調質）の機能を付加して、低含水率
化を実現します。

Ⅰ類

※性能発揮が期待できる
汚泥性状には、一定の範囲があります。
詳細はJSまでお問い合わせください。

技術選定を受けた者：巴工業㈱

《 対応可能なニーズの一例》
・回転加圧脱水機の特徴はそのままに、更なる低含水率化を実現したい。
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平成28年12月 ＪＳ技術評価 答申平成28年12月 ＪＳ技術評価 答申

《 期待できる効果 》
・脱水汚泥の低含水率化で、後段の汚泥処理・処分費を縮減
・高分子凝集剤の薬注率低減や安価な薬品種転換で薬品費を縮減

流入下水中の成分を用い脱水性を抜本的に改善！
－ 下水汚泥由来繊維利活用システム －

流入下水中の成分を用い脱水性を抜本的に改善！
－ 下水汚泥由来繊維利活用システム －

初沈汚泥に含まれる繊維状物を回収・添加することで
脱水性が向上し、汚泥低含水率化・薬注率低減化によ
り、後段施設への負荷軽減・コスト縮減を実現します。

技術選定を受けた者： ㈱石垣

回収助材写真（外観）

Ⅰ類

適用範囲 最初沈殿池を有する処理場 特に、難脱水性の嫌気性消化汚泥や

性状変動が著しい混合生汚泥の処分費縮減が望まれる処理場で高い効果を発揮！

《対応可能なニーズの一例》
・難脱水性汚泥であっても、脱水性能を改善したい。
・高価な凝集剤を使わずに、脱水処理を行いたい。
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《 期待できる効果 》
・難脱水汚泥、混合生汚泥共に低動力にて低含水率化することで、
電力消費量および発生汚泥量を削減

凝集・脱水技術による難脱水性汚泥の低含水率化!!

－難脱水対応強化型スクリュープレス脱水機－
凝集・脱水技術による難脱水性汚泥の低含水率化!!

－難脱水対応強化型スクリュープレス脱水機－

適正な凝集フロックの形成と凝集フロックに適正な力を
加える脱水を実現し、難脱水汚泥でも低動力でありなが
ら、脱水性向上と温室効果ガス排出量削減を実現します。

技術選定を受けた者： ㈱北 、㈱神鋼環境ソリューション

Ⅰ類

対象汚泥:混合生汚泥および嫌気性消化汚泥（標準法 ＋ 機械濃縮）
※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。詳細はJSまでお問い合わせください。

適正な凝集フロックの形成

凝集フロックに適正な力を加える脱水

1次凝集装置
高濃度濃縮機 ※高効率単段凝集方式では不要

2次高機能凝集装置

脱水機

Ⅰ.高効率二段凝集方式

前濃縮による高濃度化と
2次凝集操作

凝集方法の最適化

汚泥の非圧入供給(ホッパ供給)

脱水機ホッパ

高効率二段凝集方式の高濃度濃縮機を省略。
混合生汚泥等の比較的脱水容易な汚泥では高濃度濃縮機無しでも脱水性能を発揮。
Ⅱ.高効率単段凝集方式

《対応可能なニーズの一例》
・難脱水性汚泥であっても、低含水率化を実現したい。
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従来機のろ過速度を強化、小型化!!
－ ダウンサイジング型ベルトプレス脱水機－
従来機のろ過速度を強化、小型化!!

－ ダウンサイジング型ベルトプレス脱水機－

《 期待できる効果 》
・設備の小型化、省スペース化

ベルトプレス脱水機に濃縮部と高濃度対応型フィード
装置を組み合わせて、ろ過速度を向上させることで
設備の小型化、省スペース化を実現します。

技術選定を受けた者：月島機械㈱

《 対応可能なニーズの一例》
・設置面積に制約がある場合に脱水機を増設および更新したい。

Ⅰ類

対象汚泥 標準活性汚泥法による混合生汚泥、消化汚泥（後注入二液方式）

※性能発揮が期待できる汚泥性状には、
一定の範囲があります。詳細はJSまで
お問い合わせください。

3m幅-高
効率型BP

4600
7000

3m幅-高
効率型BP

4600
7000

3m幅-高
効率型BP

4600

増設不可

2m幅
DSBP

3m幅-高
効率型BP

4600
7000 6000

3m幅-高
効率型BP

4600 3200

増設可能

設置面積に制約がある場合、小型化による対応が可能
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《 期待できる効果 》

・有機物分解率の上昇により消化ガス発生量が10～30%

増加するとともに、汚泥発生量を1/2～2/3に減量させ、

ガス有効利用による増収、汚泥処分費の削減が可能

・消化日数短縮（従来法20～30日 → 15日程度に短縮）

により、従来嫌気性消化方式よりも小型化が可能

消化効率を向上し、創エネ!!
－ 熱改質高効率嫌気性消化システム －
消化効率を向上し、創エネ!!

－ 熱改質高効率嫌気性消化システム －

汚泥を易分解性有機物に熱改質し、消化タンクに返送
するシステム。ガス発生量の増加、消化日数を短縮、
脱水性改善により汚泥量を削減します。

技術選定を受けた者：三菱化工機㈱

Ⅰ類

※中温消化

《 対応可能なニーズの一例》
・既設消化タンクを活用して、消化設備の運用を改善したい。

36



消化効率を向上し、創エネ!!
－ 担体充填型高速メタン発酵システム －
消化効率を向上し、創エネ!!

－ 担体充填型高速メタン発酵システム －

担体充填・鋼板製・消化阻害対策により、消化日数の
短縮、建設コストの低減、安定発酵を実現します。

《 期待できる効果 》
・従来型の中温消化の約1/2～1/6の滞留時間でも汚泥分解率と
消化ガス発生量は同等以上

・従来型に比べ、消化タンクの小型化が可能でコスト低減
・負荷変動に強く、他バイオマスとの混合処理が可能
・自動発酵制御（NH4-N濃度制御、投入負荷量制御）で、
アンモニア阻害を排除

技術選定を受けた者：メタウォーター㈱

※高温消化

Ⅰ類

《 対応可能なニーズの一例》
・地域バイオマス集約とあわせ、効率的な消化処理と
消化ガス発生量の増加を行いたい。
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消化設備の省エネ・低コスト化!!
－ 下部コーン型鋼板製消化タンク －
消化設備の省エネ・低コスト化!!
－ 下部コーン型鋼板製消化タンク －

鋼板製作と下部コーン構造による底部堆積防止等
により、建設工期の短縮、省エネ化を実現します。

《 期待できる効果 》
・タンク本体を鋼板製作することで、建設工期を短縮
・沈降物の効率排出・堆積防止により、メンテナンス負荷軽減
・インペラ式撹拌機の採用、温度測定機能精度向上による汚泥
循環ポンプの自動制御運転により、大幅な省エネ化が可能

技術選定を受けた者：月島機械㈱

• 沈降物集約
• 堆積防止実績を持つコーン角度
• 底部からの汚泥水平引抜き※
による沈降物の強制排出

下部コーン構造

※消化タンクに上向きの引抜配管を設けない

水平引抜配管

一般的な引抜配管は上向き

× ×× ×

Ⅰ類

※防食塗装の更新等、適切な管理によりタンク本体の耐用年数は35年

対象汚泥 下水汚泥（初沈、余剰）、し尿、浄化槽汚泥、農集排汚泥、
生ごみ等場外バイオマス

※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。詳細はJSまでお問い合わせください。

《 対応可能なニーズの一例》
・消化槽の建設工期の短縮による、消化ガスの有効利用を早期に
実現したい。
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消化導入を容易にし、創エネ!!
－ パッケージ型鋼板製消化タンク －
消化導入を容易にし、創エネ!!
－ パッケージ型鋼板製消化タンク －

鋼板製・センサ-運転支援により、建設工期の短縮、
事業計画への柔軟な対応、安定発酵を実現します。

《 期待できる効果 》
・消化タンク本体を鋼板で製作することで、建設工期を短縮
・インペラ式撹拌機の採用で省電力化
・各種センサーによりタンク内の状態を可視化し、運転状況の
変化や異常を早期に察知することが可能

技術選定を受けた者：㈱神鋼環境ソリューション

※中温消化
※耐用年数20年（タンク本体）で、事業計画見直しに柔軟に対応
※防食塗装の更新等、適切な管理によりタンク本体の耐用年数は35年

Ⅱ類

対象汚泥 下水汚泥（初沈、余剰）、し尿、集排汚泥、バイオマス
※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。詳細はJSまでお問い合わせください。

《 対応可能なニーズの一例》
・消化槽の建設工期の短縮による、消化ガスの有効利用を早期に
実現したい
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《 期待できる効果 》
・初沈汚泥を任意の濃度に一定制御可能
・消化タンク投入汚泥量削減による消化タンク必要容量、
加温熱量、設備消費電力量の削減

・初沈汚泥濃縮工程における固形物回収率の向上

初沈汚泥を高濃度化、消化効率を向上
－高濃度対応型ろ過濃縮・中温消化システム－
初沈汚泥を高濃度化、消化効率を向上

－高濃度対応型ろ過濃縮・中温消化システム－

「微圧ろ過※1」による高いろ過性能で汚泥を高濃度化、
消化タンク容量を縮減し、有効利用可能な消化ガス量
を確保、建設費・維持管理費を低減します。

技術選定を受けた者：月島機械㈱

汚泥処理方式 分離濃縮

・消化設備は下部コーン型鋼板製消化タンク※2（新技術Ⅰ類選定）に限る
※2 撹拌機は高濃度対応型とする

Ⅰ類

※性能発揮が期待できる汚泥性状には、一定の範囲があります。
詳細はJSまでお問い合わせください。

スクリーン内外の圧力差が小さい

※１ 「微圧ろ過」とは

《 対応可能なニーズの一例》
・消化槽の新規導入にあたり、必要容量を縮減し、
省スペース化を図りたい。
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効率的かつ安価な窒素除去!!
－ アナモックス反応を利用した窒素除去技術 －

効率的かつ安価な窒素除去!!
－ アナモックス反応を利用した窒素除去技術 －

技術選定を受けた者：㈱タクマ、メタウォーター㈱

Ⅰ類

《 期待できる効果》
・ユーティリティー費、温室効果ガス排出量を削減
・嫌気性消化プロセスを有する下水処理場の処理水質の向上

《 対応可能なニーズの一例》
・嫌気性消化が導入されているが、返流水個別処理施設を有しない場合。
・汚泥処理に嫌気性消化を導入する場合。
・外部からバイオマスなどを受け入れる場合。

アナモックス反応を利用し、嫌気性消化汚泥の脱水ろ液
から、省エネルギー＆低コストで窒素を除去します。

アナモックス反応
では、有機物を
必要としない

アナモックス反応を利用した窒素除去技術の処理フロー

アナモックス反応
では、曝気量を
削減可能
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《 期待できる効果 》
・従来技術の気泡式流動炉（高温焼却）に比べ、消費電力およびN2O
排出量が少なく、システム全体で温室効果ガス排出量の削減に寄与

・一定規模以上では、発電電力による自立稼働が可能
・自燃により補助燃料が不要となり、維持管理費を削減

技術選定を受けた者： ㈱タクマ

低含水率化技術（乾燥機等）、階段炉と廃熱ボイラー、
蒸気発電機等を組み合わせ、補助燃料を使用せず、電力
自立可能なシステムを実現します。

Ⅰ類

※直接焼却の技術は、
B-DASHプロジェクト
ガイドライン公表済み

低消費電力、低いN2O排出量
安定した自燃運転、固着によるトラブル少

低圧で少量の蒸気や低温熱源で発電可能
⇒広範囲な規模での創エネ

乾燥焼却 ⇒

直接焼却 ⇒

脱水ケーキ

低含水率汚泥

電力創造システムフロー（例）

省エネ・発電・自燃で維持管理費縮減!!
－ 階段炉による電力創造システム 【焼却・発電システム】－

省エネ・発電・自燃で維持管理費縮減!!
－ 階段炉による電力創造システム 【焼却・発電システム】－

《対応可能なニーズの一例》
・電力自立（電力場内利用）を行いたい。補助燃料を使いたくない。
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《 期待できる効果 》
・低燃費化、省電力化、温室効果ガスN2O排出量の抑制

燃費低減と地球温暖化対策に寄与!!
－高効率二段燃焼汚泥焼却炉－

燃費低減と地球温暖化対策に寄与!!
－高効率二段燃焼汚泥焼却炉－

循環型流動焼却炉の後段に燃焼部を設け、燃焼ゾーン
を分割して燃焼用空気の供給量を調整し、炉内温度を
コントロールすることで、低燃費化、省電力化、温室
効果ガス排出量の削減を実現します。

N2O低減

燃料低減

燃焼ゾーンを
二段に分割

技術選定を受けた者： ㈱神鋼環境ソリューション

Ⅲ類

《対応可能なニーズの一例》
・Ｎ２Ｏ排出量を大幅に削減したい。
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《 期待できる効果 》
・低燃費化、温室効果ガスN2O排出量の抑制

燃費低減と地球温暖化対策に寄与!!
－ 多層燃焼流動炉 －

燃費低減と地球温暖化対策に寄与!!
－ 多層燃焼流動炉 －

燃焼用空気量を制御しながら3か所から供給し、炉内温
度をコントロールすることで、低燃費化、温室効果ガ
ス排出量の削減を実現します。

N2O低減 燃料低減

技術選定を受けた者：メタウォーター㈱

（排ガス処理系は従来方式と同じ）

Ⅱ類

《対応可能なニーズの一例》
・維持管理費の削減とＮ２Ｏ排出量削減を両立したい。
・負荷変動に対して安定した操炉を行いたい。
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二段燃焼

脱水汚泥

二次空気

一次空気

二次空気

排ガス

燃料

《 期待できる効果 》
・補助燃料使用量を極力抑制しながら流動空気量の低減を
図り、併せて温室効果ガスN2O排出量を抑制

・改良した空気分散板の採用による電力使用量の削減
・実績の多い技術をベースとしているため、高い信頼性

運転コスト低減と地球温暖化対策に寄与!!
－気泡式高効率二段燃焼炉－

運転コスト低減と地球温暖化対策に寄与!!
－気泡式高効率二段燃焼炉－

燃焼用空気の吹込方法を最適化して低燃費化、省電力化、
温室効果ガス排出量の削減を実現します。

改良した
空気分散板の採用

燃焼用空気の
吹込方法の最適化

安定運転

N2O低減

省電力

燃料低減

Ⅱ類

技術選定を受けた者：㈱神鋼環境ソリューション

《 対応可能なニーズの一例》
・維持管理費の削減とＮ２Ｏ排出量削減を両立したい。
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使用電力低減と地球温暖化対策に寄与!!
－ 過給式流動燃焼システム －

使用電力低減と地球温暖化対策に寄与!!
－ 過給式流動燃焼システム －

加圧下で汚泥燃焼することで、使用電力・燃費を低減し、
温室効果ガス排出量の削減を実現します。

N2O低減 省電力化

排ガスでタービン
を廻し、燃焼用空気

を取込み

気泡流動炉と過給機を組合せ、排ガスにより過給機を駆動
して焼却用空気を炉内に圧送し、加圧下で燃焼する。

《期待できる効果》
・加圧下での燃焼のため、炉の小型化や炉内高温化が可能
・流動ブロアや誘引ファンも不要となり、電力、補助燃料使用量、
温室効果ガスN2O排出量を低減

過給機

燃焼ガス

燃焼ガス （圧縮空気）

燃焼用空気

空気

Ⅱ類

技術選定を受けた者：月島機械㈱、三機工業㈱

《 対応可能なニーズの一例》
・焼却廃熱を活用した、高度な省エネ運転を行いたい。
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省エネルギー化と地球温暖化対策に寄与!!
－ 二段燃焼式旋回流動炉 －

省エネルギー化と地球温暖化対策に寄与!!
－ 二段燃焼式旋回流動炉 －

燃焼効率が高い旋回流動炉に二段燃焼技術と流動空気
の低空気比化を適用することで、省エネルギー化や
温室効果ガス排出量削減を実現します。

技術選定を受けた者：水ingエンジニアリング㈱

Ⅰ類

《 対応可能なニーズの一例》
・燃費低減や温室効果ガス削減等、維持管理上の条件や要望に
合わせた焼却炉の運転を選択したい。

《 期待できる効果 》
・燃費低減優先運転とN2O削減優先運転を選択可能
・低燃費化、電力量低減、温室効果ガスN2O排出量の削減
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《 期待できる効果》
・温室効果ガス排出量(N2O排出量)の削減 ・燃料消費量および電力消費量の低減

多段燃焼・低空気比運転によるN2O低減!!
－多段最適燃焼制御付気泡流動炉－

多段燃焼・低空気比運転によるN2O低減!!
－多段最適燃焼制御付気泡流動炉－

技術選定を受けた者：三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱

多段燃焼によるN2O低減効果に加え、燃焼制御技術の
低空気比運転による燃費削減効果との相乗効果によって、
温室効果ガス排出量を低減します。

【効果イメージ】多段燃焼＋燃焼制御技術
（N2O削減効果は、多段燃焼 ＜ 多段燃焼＋燃焼制御技術）

燃料・電力
低減

N2O低減
温室効果ガス
排出量低減

燃焼制御技術多段燃焼

 多段最適燃焼制御 制御範囲

多段燃焼＋燃焼制御技術

多段燃焼

Ⅰ類

《対応可能なニーズの一例》
・炉の改造を伴わずに維持管理費の削減とＮ２Ｏ排出量削減を両立したい。
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菌体を高密度に保持する
樹脂材料

超高効率固液分離技術を用いた
エネルギーマネジメントシステム技術実証事業

超高効率固液分離技術を用いた
エネルギーマネジメントシステム技術実証事業

生汚泥回収率の増加と消化の高効率化により、
エネルギー自給率向上！

実施者：メタウォーター㈱・JS共同研究体

浮上ろ材

消化
【技術概要】

①反応槽前段での高効率固液分離
「水処理省ｴﾈﾙｷﾞｰ化」と
「汚泥処理創ｴﾈﾙｷﾞｰ化」を実現

②生ごみ投入＆高温高濃度＆担体
の鋼板製消化槽。
「短い消化日数でコンパクト化」

③スマート発電との組合せ
都市ガスとのハイブリッドで
消化ガス１００％有効利用

《 実証成果 》
・固液分離性能 ：SS除去率70%達成、曝気動力13％削減

生汚泥回収率51％向上→消化ガス発生量増
・高温消化性能 ：消化日数を5日に短縮（従来20日）

消化槽容量1/4、建設コスト33％削減
・エネルギー自給：処理場全体の電力使用量59％削減
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嫌気性消化汚泥脱水ろ液の高効率窒素除去を
低コスト・省エネで！

実施者：熊本市・JS・㈱タクマ共同研究体

処理フロー

流量調整槽 亜硝酸化槽

調整槽

アナモックス槽

処理水

BOD酸化槽
凝集沈殿槽

分配槽

原水

処理水槽

【技術概要】

①バイパス方式：アンモニアと亜硝酸の

濃度比率をバイパス水量

のみで容易に制御

②固定床方式：負荷変動に強く安定した運転

《 実証成果 》プロセス全体で80％以上の窒素除去率

・建設費 20％削減

・維持管理費 35％削減

・ライフサイクルコスト 27%削減

・エネルギー使用率 44％削減

・温室効果ガス排出量 65％削減

仮想処理場（嫌気性消化槽有り）

5万m3/日(7t-DS/日)に消化汚泥

脱水ろ液の窒素除去施設を導入し

た際の効果試算

担体添加ステップ流入式
２段硝化脱窒法との比較

固定床型アナモックスプロセスによる
高効率窒素除去技術実証事業

固定床型アナモックスプロセスによる
高効率窒素除去技術実証事業

①

② ②
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次世代型

階段炉

廃熱

ボイラ
混混合合

生生汚汚泥泥

スクリュ式

発電機

低含水率

脱水機 排排ガガスス

蒸蒸気気

バイナリ

発電機

電電力力回回収収（（場場内内利利用用））

低動力型

濃縮機

《 実証成果 》
1液脱水＋流動焼却に対してのFS
100t/日（24ｔ-DS）における導入効果試算

・維持管理費 50％低減
・温室効果ガス排出量 90％低減
・エネルギー消費量 70％低減
・エネルギー創出量 2,400MWh/年※

※処理場全体電力消費量の約30％相当の電力創出

下水汚泥焼却廃熱からの電力創造により
エネルギー自給率向上！

実施者：和歌山市・JS・京都大学・㈱西原環境・
㈱タクマ共同研究体

【技術概要】
① 機内二液調質型遠心脱水機による
汚泥の低含水率化

② 革新型階段炉によるエネルギー回収

③ ﾊﾞｲﾅﾘ-等発電機によるエネルギー変換

ｽｸﾘｭ式（左）とﾊﾞｲﾅﾘ-式（右）発電機

機内二液調質型遠心脱水機

下水道バイオマスからの
電力創造システム実証事業
下水道バイオマスからの
電力創造システム実証事業

革新型
階段炉

機内二液調質型
遠心脱水機
機内二液調質型
遠心脱水機

バイナリ―式
発電機

バイナリ―式
発電機

スクリュ式
発電機
スクリュ式
発電機
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《 実証成果 》 従来の自走式TVカメラと比較

・走破性能：φ200～700、スパン長500mまで調査可能
清掃不要 ※堆積物20%以下の場合
止水不要 ※カメラ水没時除く

・画像認識：10項目の異常確認性能（管の耐久性に影響を与える
腐食ランクA、破損ランクaの検出精度は75～86%）

・調査コスト4割削減、日進量向上率1.6倍に向上
※昭和29年以前に布設したコンクリート管、堆積レベル小

最新技術（画像認識、センシング、メカトロ技術等）
を活用し、膨大な管渠内調査を効率かつ低コスト化！

実施者：船橋市・JS・日本電気㈱共同研究体

【技術概要】

TVカメラによる下水管路内調査

・高い走破性能

→ 長距離調査への対応

・高度な画像認識技術

→ 異常箇所を自動的に検出

・ICT活用管路マネジメント技術

→ 調査結果のデータベース化

ゲームパッドによる操作（左）
画像認識型カメラ（右）

従来カメラとの比較

学習画像認識方式

高度な画像認識技術を活用した
効率的な管路マネジメントシステム技術実証事業

高度な画像認識技術を活用した
効率的な管路マネジメントシステム技術実証事業

１．入力画像を複数分割し、特徴を抽出
２．分割した画像をコード化
３．学習パターンから近いカテゴリに識別

1.特徴抽出

2.コード化

3.識別
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《 実証成果 》
• 計画放流水質区分BOD：10～15 mg/L以下に適合
⇒高負荷運転時においても適合（既設標準法の処理能力の25%増水量）

• コスト削減（日最大水量5万m3/日規模を想定。標準法と比較）
⇒建設費 1０％削減、維持管理費 3６％削減、
消費電力量 53%削減

標準法に代わる省エネ型水処理技術！
既存施設を活用しながら消費電力量を大幅削減！

実施者：高知市・高知大学・JS・
メタウォーター㈱共同研究体

【技術概要】

無曝気循環式水処理技術実証事業無曝気循環式水処理技術実証事業

① 気液接触方式での酸素供給により、
消費電力量を大幅に削減

② 高速担体ろ床処理水の循環や、最
終ろ過により、安定した処理水質
を確保

③ 既存の標準法施設を活用すること
が可能

高速担体ろ床上部

【実証技術のフロー】
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《 実証成果 》
・処理性能 BOD 15mg/L 以下、T-N 10mg/L 以下、

T-P 3mg/L 以下の処理水質を満足
・高度処理（嫌気無酸素好気法）への改築更新と比較し、

建設費 18%削減
維持管理費 16％削減
エネルギー使用量 40%削減

標準活性汚泥法を増設不要で
省エネ型高度処理に改築更新が可能！

実施者：前澤工業㈱・㈱石垣・JS・埼玉県共同研究体

高効率固液分離技術と二点ＤＯ制御技術を用いた
省エネ型水処理技術実証事業

高効率固液分離技術と二点ＤＯ制御技術を用いた
省エネ型水処理技術実証事業

【技術概要】

・最初沈殿池に高効率固液分離設備を設置

→ 大幅な固形分の除去
反応タンク曝気量・滞留時間の削減

・無終端水路型の反応タンクで二点DO制御

→ 好気ゾーン、無酸素ゾーンの安定形成
による高い窒素除去

高効率固液分離設備 反応タンク設備

沈降性の良い
固形物の除去

沈降しにくい
細かな固形物の除去

曝気風量
を制御

水流発生装置による
循環水量を制御

高度処理へ更新の際に
反応タンク増設不要
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《 実証成果 》

・曝気風量低減率 ：10.3% (対DO一定制御)
※送風量一定制御に対する低減率として約33%に相当。

・処理水NH4-N濃度 ：1.0mg/L以下 (年末年始等の特異期間を除く)

・経費回収年 ：3年未満
※処理能力＝5万m3/日、従来技術＝送風量一定制御としたFSに基づく｡

・制御性能改善技術による目標DO値への安定した追従性を実証

・プロセス監視技術による異常検出を実証(シナリオ試験等による)

曝気風量制御とリモート診断の組合せにより
水処理の省エネ化と処理水質安定化を実現！

実施者：㈱東芝･JS･福岡県･(公財)福岡県下水道管理ｾﾝﾀｰ共同研究体

【技術概要】 ◆ 3つの要素技術を組合せた効率的水処理運転管理技術

ICTを活用したプロセス制御とリモート診断
による効率的水処理運転管理技術実証事業
ICTを活用したプロセス制御とリモート診断
による効率的水処理運転管理技術実証事業

① NH4-N/DO制御技術：NH4-N計測値に基づきDO濃度目標値を自動で
変化させる曝気風量制御 ⇒ 曝気風量低減、処理水質(NH4-N)安定化

② 制御性能改善技術：制御パラメータ値を診断･最適化(ﾘﾓｰﾄ診断)
⇒ NH4-N/DO制御の機能安定化と運用コスト低減

③ 多変量統計的ﾌﾟﾛｾｽ監視(MSPC)技術：水処理プロセスの異常兆候
検出と要因抽出 (ﾘﾓｰﾄ診断) ⇒ NH4-N/DO制御の機能安定化と運用コスト

低減、各種異常の早期発見による維持管理性向上

0%
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4%

6%

8%

10%

12%

14%

省エネ重視型 水質重視型

曝
気
風
量
低
減
率
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D
O
一
定
制
御
)

制御目標曲線

★ DO一定制御と比較して

曝気風量を平均10.3%低減。
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《 実証成果 》

・分離回収性能：ＣＯ２濃度99％以上、ＣＨ4濃度90％以上

・藻類生産性能：平均生産速度0.833g/L/14日（0.542g/L/7日）
培地コストは95％削減

・除去性能 ：藻類培養に利用した脱水分離液（3倍希釈）中の
Ｔ-Ｐ約95％、Ｔ-Ｎ約20％を有効利用 ※14日間培養時

・バイオガス増収：消化槽投入汚泥量の1/3を可溶化処理した状態で、
バイオガス量約10％の増収

下水バイオガス中のＣＯ２、脱水分離液中のＮ、Ｐを
活用し、高付加価値な微細藻類（ユーグレナ）を培養

実施者：㈱東芝・㈱ユーグレナ・日環特殊㈱・㈱日水コン・JS・佐賀市共同研究体

【技術概要】

バイオガス中のＣＯ２分離・回収と
微細藻類培養への利用技術実証事業
バイオガス中のＣＯ２分離・回収と
微細藻類培養への利用技術実証事業

CCU（ＣＯ２分離・回収）設備：３つの吸着塔からなる吸着圧力変動（ＰＳＡ）

方式により下水バイオガスから高純度のＣＯ２とＣＨ４を分離回収

藻類培養施設：バイオガスから回収されたＣＯ２と脱水分離液中のＮ、Ｐを利用

して微細藻類を低コストで培養・回収

汚泥可溶化設備（付帯設備）：内蔵されたディスクを高速で回転し発生するキャ

ビテーション作用により汚泥を可溶化、バイオガスの増収を図る

CO2分離・回収設備

藻類培養槽
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《 実証成果 》
【脱水・乾燥】含水率10～50%に調整可能、

燃料（重油）使用量 275L/t-ds
(乾燥汚泥含水率30%の場合)

【肥 料 利 用】肥効試験にて化学肥料費60%削減
肥料取締法の基準値をクリア、阻害なく生育

【燃 料 利 用】発熱量 15MJ/kg以上（JIS Z 7312）
安全な貯留、安定した燃焼が可能

シンプルな構造で効率的に汚泥を脱水・乾燥し、
任意の含水率に調整して多様な用途に適応可能！

実施者：月島機械㈱・サンエコサーマル㈱・JS・
鹿沼市・(公財)鹿沼市農業公社共同研究体

【技術概要】

・脱水機と乾燥機を一体化してシステムを簡素化、機器点数の削減

・熱風炉の温度調節により、多様な有効利用に対応した含水率に調整可能

・脱水乾燥システムの自動制御による省人力化

脱水乾燥システムによる
下水汚泥の肥料化、燃料化技術実証研究

脱水乾燥システムによる
下水汚泥の肥料化、燃料化技術実証研究
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《 実証成果 》
・処理水質：BOD15㎎/L以下を確認
・流入水量減少に追従して水処理使用電力量が削減できることを確認
・流入SS あたりの汚泥発生率：標準法（1.0）と比較し0.4 を確認
・維持管理性：週2日の巡回監視で維持管理可能
・LCC：処理規模を1/3にダウンサイジング更新時、標準法と比較
し、37％の削減効果を確認

流入水量の減少に追従し、効率的にダウンサイジング
可能な、標準活性汚泥法代替の水処理技術！

実施者：三機工業㈱・東北大学・香川高等専門学校・
高知工業高等専門学校・JS・須崎市共同研究体

【技術概要】「DHSろ床」と「生物膜ろ過槽」の組合せにより水量減少に追従

・電力使用量、汚泥発生量の削減により、ライフサイクルコストを削減

・標準法と同等の処理水質を確保し、流入水量減少に応じた処理水質向上が可能

・標準法の既存反応タンク内に設置が可能

・管理項目・機器点数が少ないため、維持管理が容易

DHSシステムを用いた
水量変動追従型水処理技術実証事業

DHSシステムを用いた
水量変動追従型水処理技術実証事業

※DHS：下降流スポンジ状担体
(Down-flow Hanging Sponge) 

実証技術の処理フローDHSろ床担体
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《 実証成果 》 ※OD法(約2,000m3)を改築した実証施設にて実証

・余剰汚泥発生量削減率 ：55% (対OD法)
※9～2月の実証実績を外挿した年間平均相当値。

・総費用（年価換算値）削減率：４～１７% (対OD法)
※処理能力＝1,000､1,700､2,500m3/日のOD法の1/2または2/2系列を改築する
FS検討結果に基づく｡

・処理水BOD ：15mg/L以下 (年間最大)

既設OD法の設備更新時に導入することで、
余剰汚泥発生量の削減とコスト低減を実現！

実施者：㈱IHIﾌﾟﾗﾝﾄ･帝人ﾌﾛﾝﾃｨｱ㈱･JS･辰野町共同研究体

【技術概要】

特殊繊維担体を用いた
余剰汚泥削減型水処理技術実証事業

特殊繊維担体を用いた
余剰汚泥削減型水処理技術実証事業

① ：既設OD法を、多段式の接触酸化法へ改築
※OD槽内を分水槽､反応槽､混和槽に分割。反応槽内を12分割し特殊繊維担体を設置。

② ：余剰汚泥発生量を大幅に低減
※特殊繊維担体上に形成される微生物叢による自己酸化促進､食物連鎖階層の増加等。

③ ：汚泥の処理･処分に係るコストを低減⇒コスト（建設費年価＋
維持管理費）を低減
※汚泥処理設備(脱水機等)のダウンサイジング､汚泥処分費の低減等。

↑余剰汚泥削減型水処理
技術の基本フロー

OD法への導入イメージ→

特殊繊維担体ユニット
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下水処理場海水
海水 下水処理水

電
力

《 調査成果 ※）》
水素変換効率：96%以上
水素純度：91.2%（水分除去時 94.0％）
酸素純度：70.8％（水分除去時 73.0％）
750時間の運転で出力低下なし

下水処理水と海水から、イオン交換膜を用いて高
純度のCO2フリー水素を製造可能！

実施者：山口大学・㈱正興電機製作所・JS共同研究体

下水処理水と海水の塩分濃度差を利用した
水素製造システムの実用化に関する調査事業
下水処理水と海水の塩分濃度差を利用した
水素製造システムの実用化に関する調査事業

【技術概要】

下水処理水と海水の塩分濃度差を利用して水を電気分解、水素を製造するシステム

→ ・下水処理水を利用するため、安定した水質、水量で低い揚水コスト

・含有塩分による高い伝導度、高水温による高出力

・嫌気性消化の有無等、汚泥処理工程によらず水素の製造が可能

・高純度の水素、酸素を別々に製造可能

※）実規模レベルの前段階として、導入効果などを含めた普及可能性の検討や技術性能の
確認を行う「FS調査」としてH28～H29の２年間実施した。
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《 実証成果 》

【量的向上】既存系列と同等の処理水質を維持しつつ、

・処理水量を既存系列の２倍に増加！

【質的向上】既存系列の処理水量と同等での運転において、

・ＢＯＤ≦10mg/Lかつ急速ろ過同等の処理水質を満足！

【 建設費 】土木躯体を含む終沈の系列増設に比べて５８％縮減！

急速ろ過施設の新設に比べて７１％縮減！

最終沈殿池にろ過部を設置し、
処理能力を量的あるいは質的に向上！

実施者：メタウォーター㈱・JS・松本市共同研究体

【技術概要】

最終沈殿池の処理能力向上技術実証事業最終沈殿池の処理能力向上技術実証事業

①最終沈殿池の下流側にろ過部を設置

最終沈殿池の沈殿機能に「ろ過機能」を

組み合わせ、既存の処理能力を向上

②圧損の小さい円筒型ろ材を使用

既存の水位高低差で運転が可能

②ろ過部をプレハブ化

現地での作業工数を削減することで、

通水停止期間の大幅な短縮が可能

・終沈の系列増設が不要に（量的向上）
処理場統合での処理能力不足を解消

・急速ろ過施設が不要に（質的向上）
ろ過部上部

《 実証成果 》

【量的向上】・既存系列と同等の処理水質を維持しつつ、
処理水量を２倍に増加

・建設費５８％縮減（終沈の系列増設と比較）

【質的向上】・既存系列の処理水量と同等での運転において、
ＢＯＤ≦10mg/Lかつ急速ろ過同等の処理水質

・建設費７１％縮減（急速ろ過施設の新設と比較）

導入効果
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《 実証成果 》
・省電力：消化槽の消費電力90％以上削減
・消化性能：ガス発生量30％以上増量
・排出汚泥量：削減量40％以上を達成
・エネルギー自給率：41.4％を確認※

※日平均30,000m3/日に地域バイオマスを含めた試算

3つの革新的技術の組合せによる相乗効果と地域
バイオマスの受入れにより、エネルギー自給率を向上

実施者：三菱化工機㈱・九州大学・JS・唐津市共同研究体

【技術概要】

①無動力撹拌式消化槽：発生バイオガスの圧力を利用し、無動力で汚泥を撹拌

②高効率加温設備（可溶化装置）：熱可溶化により消化日数を短縮、バイオガス発生量を増量

汚泥の改質により含水率の低減、汚泥排出量を削減

③固体酸化物形燃料電池（SOFC）：簡易な前処理（脱硫・シロキサン除去）で発電対応可能

これらを組み合わせた高効率消化技術、地域バイオマス受入れによるエネルギー自給率の向上

高効率消化システムによる地産地消エネルギー
活用技術の実用化に関する実証事業

高効率消化システムによる地産地消エネルギー
活用技術の実用化に関する実証事業
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《 実証成果 》※流動床式焼却炉 約150wet-t/日に実証施設を設置して実施

・発電量：平均して目標値※１の1.４倍※２の発電量を達成
一部条件※3にて電力自立※４を確認

※１ 目標値（ｋＷｈ） 59×Ｈ－５７４（Ｈ：焼却炉投入熱量（ＧJ／ｈ））
※２ 実証期間中発電量 ２３０～７７１ｋＷｈ（四季の実証期間にて評価）
※３ 約150wet-t/日（混合生汚泥）の場合「含水率72%」または「150wet-t/日×2炉以上への設置」

約150wet-t/日（消化汚泥）の場合「消化ガスを補助燃料に使用」

※４ 発電量（ｋＷｈ） ＞ 一系列分焼却施設と実証施設の消費電力量（ｋＷｈ）

・N2O、ＮＯｘ排出量：同時に５０％以上
※５の削減を達成

※５ 局所撹拌空気吹込み技術未実施との比較(焼却設備の汚泥処理量が定格負荷以上の場合)

汚泥焼却工程でのN2O排出量を大幅に削減すると共に、下水
処理水を活用した高効率発電により地球温暖化対策に貢献！

実施者：ＪＦＥエンジニアリング㈱・ＪＳ・川崎市共同研究体

【技術概要】

温室効果ガス排出量削減を考慮した
発電型汚泥焼却技術実証事業

温室効果ガス排出量削減を考慮した
発電型汚泥焼却技術実証事業

①高効率発電技術

焼却廃熱を回収するボイラ及び豊富な下水処理水を冷却水として活用する

復水式タービンにより、150～1,５00ｋＷの高効率発電を実現

②局所撹拌空気吹込み技術

省スペース、省コストで焼却炉フリーボード部への空気吹込みを可能とし、

Ｎ2Ｏ排出量とＮＯｘ排出量の同時削減を実現
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《 実証成果》
・故障予防による損害低減効果：故障頻度5.8%低減
・点検周期の延伸によるコスト縮減効果：分解点検周期1.2倍、機器更新周期1.1倍
・作業量、時間の低減効果：点検業務代替により計装点検対象72％削減等
・技術の組合せにより、し渣詰まりやVベルト劣化等の微細な異常予兆を検知
・モニタリングデータ蓄積、モデル化により汚水主ポンプの劣化進行を予測
・振動センサおよび信号変換器の耐久性能が3年以上であることを確認

ICT を活用したセンシング技術とビッグデータ分析技術により、
下水道施設の劣化状態を定量的に監視・分析し、機器や施設の異
常予兆を事前に把握することで、突発的な機器故障や異常状況等
を未然に防止することが可能。

実施者：㈱ウォーターエージェンシー・日本電気㈱・旭化成エ
ンジニアリング㈱・JS・守谷市・日高市共同研究体

【技術概要】
①センシング技術
振動センサから得られた情報をもとに、機器劣化傾向の遠隔監視
②ビッグデータ分析技術（インバリアント分析・異種混合学習）
既存センサから得られた情報をもとに、異常予兆の監視及び機器劣化進行の予測
③組合せ技術
センシング技術とインバリアント分析の組合せ技術

振動診断とビッグデータ分析による下水道施設の
劣化状況把握・診断技術実証事業

振動診断とビッグデータ分析による下水道施設の
劣化状況把握・診断技術実証事業
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《 実証成果 》
・ 調査箇所の絞り込みによる効率化・低コスト化
・ 現地スクリーニングによる効率化
・ ICTを活用したデータ入力・蓄積ツールによる低コスト化

劣化予測システム、ＩＣＴを活用したデータ入力・
蓄積ツール、点検直視型カメラ等の技術により、
管路診断を効率化

実施者:クリアウォーターOSAKA・ＪＳ・大阪市共同研究体

【技術概要】

劣化予測システム：下水道管路の属性と劣化に関するデータを活用して管路の

劣化傾向を分析し、点検調査の優先順位を算出するシステム

データ入力・蓄積ツール：スマートフォン等により現場で管路情報や点検調査

結果を入力、入力した情報を施設情報に関連付けて、

維持管理情報として蓄積

点検直視型カメラ：事前の管内洗浄を実施しない、異常箇所での一時停止不要等、

スクリーニングに特化したカメラ調査機器

ＩＣＴを活用した総合的な
段階型管路診断システムの確立にかかる実証事業

ＩＣＴを活用した総合的な
段階型管路診断システムの確立にかかる実証事業
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《 調査成果※）》
AIを活用した2つの支援技術について、データ収集やモデル構築の手法
を確立すると共に、実用上十分な性能が得られる点を確認した。
①水処理制御支援技術
曝気風量及び余剰汚泥引抜量を予測するモデルを構築し、目標値（年間
平均の誤差率10％以内）を満足する予測精度が得られた。
②画像診断支援技術
代表的な３種類の微生物画像データを用い、目標値（適合率80％以上）
を満足する認識精度が得られた。

水処理施設の運転支援にAIを活用し、運転管理の効率化･
省力化や熟練技術者不足に対応

実施者： ㈱安川電機・前澤工業㈱・日本下水道事業団共同研究体

【技術概要】

AIを活用した下水処理運転管理支援技術に
関する調査事業

AIを活用した下水処理運転管理支援技術に
関する調査事業

①水処理制御支援技術
ランダムフォレストにより、多数の計測データから水処理施設の運転管理設
定値（曝気風量、余剰汚泥引抜量等）を推定しガイダンスを行なう。
②画像診断支援技術
活性汚泥の顕微鏡観察画像に対して、ディープラーニングを用いた画像認識
により特定の微生物（原生動物、微小後生動物等）の同定・計数を行なう。

※）実規模レベルの前段階として、導入効果などを含めた普及可能性の検討や技術性能の
確認を行う「FS調査」としてH30～R元の２年間実施した。
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メタン発酵槽、バイオガス精製装置及び小規模水素製造・供給
装置の組合せによる効率的なエネルギー回収・利活用システム

実施者：㈱神鋼環境ソリューション・ＪＳ・富士市共同研究体

《技術概要》

消化槽内を従来の２倍以上に高濃度化、NH4-N濃度調整等により従来
同等の消化・脱水性を維持しつつ、設備規模の見直しにより、有資格者
の確保及び法定点検が不要な水素供給システムを実現。

高濃度消化・省エネ型バイオガス精製による
効率的エネルギー利活用技術に関する実証事業
高濃度消化・省エネ型バイオガス精製による
効率的エネルギー利活用技術に関する実証事業

小規模
水素製造

脱水設備へ

水素

精製バイガス 多目的利用
（発電等）

下水
汚泥

①高濃度消化技術

③小規模水素製造・供給技術

④高濃度メタン生成技術

②省エネ型バイオガス精製技術下水処理場

消化汚泥

小規模
水素供給

バイオ
ガス

：実証範囲

高濃度
濃縮汚泥

返送消化汚泥

分離液

余
剰
水
素

① コスト(建設費年価＋維持管理費)縮減 ※消化槽容量を約1/3に削減。

② エネルギー化率向上 ※中規模処理場における多面的なエネルギー利用が可能。

③ 燃料電池車向け水素を、新規需要創出を考慮した小規模で供給

《 実証成果 》

・総費用（建設費年価＋維持管理費）削減率 ：１０% ※1

・エネルギー創出量増加率 ：２０% ※1

・消化性能 ： ガス発生量500Nm3/t-投入VS以上※2

※１ 仮想処理場(嫌気性消化槽・発電有り)5万m3/日(8.5t-DS/日)に対し本技術導入時のFS検討結果に基づく｡

※２ 消化槽投入VS負荷が日最大4.4kg/m3/日以下で確認。
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Japan Sewage Works Agency

車両牽引型深層空洞探査装置の
実用化に向けた技術実証事業

陥没の兆候を検知可能な技術

信号の送信方式をチャープ方式にすることで送信信号の強さを大幅に向上、
従来技術に比較し、探査可能深度を2倍程度まで向上。

車両探査で初めて地下3ｍ以深の細かな空洞探知。

水平分解能力5～10cmの精度、時速50km程度で車両走行探査可能。

実施者：川崎地質㈱・JS・船橋市共同研究体

実証フィールド：船橋市内における老朽化下水道管路50ｋｍ

特
徴

陥没

平成２７-２９年度
実証事業完了

目的は陥没兆候の検知 下水道管までの空洞箇所を発見して陥没を回避

Japan Sewage Works Agency

単槽型硝化脱窒プロセスのICT・AI制御による
高度処理技術実証事業

実施技術の概要

ICT活用の空気量制御による短HRTの実現

ICT活用による設備連携、圧力低減による送風電力削減の実現

AI（機械学習機能）による季節変動等への対応、運転調整負担軽減の実現

実施者：メタウォーター・JS・町田市共同研究体

実証フィールド：成瀬クリーンセンター（東京都町田市）

実証施設規模：既設日最大処理能力 32,800 m3/日

特
徴

効果（高度処理化の推進に寄与）

建設費を抑制（最適な好
気・無酸素ゾーン形成に
よる槽容量縮小）

省エネの実現（撹拌機不
要、循環ポンプ不要、送
風電力減）

維持管理者の負担軽減
（季節変動等へ対応する
自動運転）

令和元年度
から継続
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